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D. cribrosa, D. ehrenbergiana, Cyathelia axillaris での出芽は方向隔壁を対称面として生じ，「出芽
箇所の極性」と「体制の左右相称性」の存在を示している．規則性の下で「成長形態の違い」を生み
出す要因として，莢の径，主軸個体の高さ，出芽間隔，群体内の個体数，側枝の長さや傾斜角度など
の変化がある．また，分子系統解析から，出芽箇所は潜在的には４箇所で，それが外的な生息環境に
呼応して適宜制限されることで多様な形態が形成されている． 
このように，本研究は，六射サンゴで代表される群体性動物の形態形成の本質を，「出芽様式」に
注目して解明しており，きわめて高く評価できる．今後，サンゴの系統進化史や群体性生物の「かた
ちづくり」の本質的な理解に大きく貢献するものであり，博士（理学）の学位授与に値すると審査し
た． 
